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Pardeshi, Prashant, Shingo Imai, Kazuyuki Kiryu, Sangmok Lee, Shiro Akasegawa and Yasunari Imamura （2012） 
Compilation of Japanese basic verb usage handbook for JFL learners: A project report. Acta Linguistica Asiati-
ca 2（2）：37─64.（プロジェクトのホームページ（注 1参照）からダウンロードできる）
《要旨》　本稿は，国立国語研究所で 2009年 10月から 2012年 9月にかけて実施した共同
研究プロジェクト「日本語学習者用基本動詞用法ハンドブックの作成」の最終成果の一部
を報告し，今後の展望を述べる。
Abstract: In this article we report partial outcomes of a collaborative research project entitled 
“Compilation of a Handbook of Usage of Japanese Basic Verbs for JFL Learners” conducted at 
the National Institute for Japanese Language and Linguistics from October 2009 through Sep-







2010），Semantic neutrality in complex predicates: Evidence from East and South Asia （with Peter Hook and Hsin-hsin 
Liang, Linguistics 50（3）, 2012），The more in front, the later: The role of positional terms in time metaphors （with Kazu-
ko Shinohara, Journal of Pragmatics 43, 2011），Toward a geotypology of EAT-expressions in languages of Asia: Visual-
izing areal patterns through WALS（『言語研究』130，2006），「「非意図的な出来事」の認知類型論：言語理論と言語教
育の融合を目指して」（共著，『言語学と日本語教育 IV』，くろしお出版，2005）．
受賞：第 1回「ことばと文化・教育」研究助成優秀賞（財団法人博報児童教育振興会，2007），The Chatterjee-Ra-
manujan Prize for Outstanding Student Contribution to The Yearbook of South Asian Languages and Linguistics 2000 
（The Yearbook of South Asian Languages and Linguistics, Sage Publications）．
独創・発展型共同研究プロジェクト「日本語学習者用基本動詞用法ハンドブックの作成」
プロジェクトリーダー　プラシャント・パルデシ
（国立国語研究所　言語対照研究系　教授）
プロジェクトの概要
　コミュニケーションの基本単位となる文の骨格を決める重要な要素の一つが述語としての
動詞である。日本語を外国語として学ぶ学習者にとって，日本語の運用能力を向上させるた
めに，使用頻度の高い基本動詞の体系的な学習が不可欠である。具体的には，基本動詞の統
語的振る舞い（格枠組み，受動形の有無，アスペクト的な特徴など），意味拡張（多義ネッ
トワーク），自他の対をなすカウンターパートおよび類義語との対比等々の全体像を把握す
ることが効率的な学習に必要なものである。さらに，日本語の体系だけでなく，母語の体系
と日本語の体系間の類似点や相違点を理解することは学習効果を最大限に伸ばすことに役立
つと考えられる。そこで，本プロジェクトは，言語学，日本語学，日本語教育学，認知言語
学，コーパス言語学，対照言語学，第二言語習得研究，辞書編纂学などといったさまざまな
研究分野の最新の知見を取り入れ，世界の日本語学習者の体系的かつ効率的な学習に役立つ
「日本語学習者用基本動詞用法ハンドブック」のプロトタイプを開発し，それに基づいて，日・
中，日・韓，日・マラーティー語の試作版の作成を目指した。プロジェクトの成果物である
ハンドブックは世界各国の日本語教育へ寄与することが期待される。
